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▲仙台北部道路（利府しらかし台ＩＣ～富谷ＪＣＴ）
月平均交通量の推移

出典：NEXCO東日本交通量データ

富谷断面①

▲都市圏高速環状道路の主要区間別交通量の変化（日平均）

高速道路の利用率が上昇、一般道路の利用率が減少

▲主な断面での高速道路と一般道路の交通分担

泉断面②

【富谷断面①】 【泉断面②】
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仙台南部道路

利府JCT

126％増加

7,900台/日

3,500台/日※

仙台北部道路
【利府JCT～

利府しらかし台IC】

4％増加

13,000台/日

12,500台/日

仙台南部道路
【仙台南IC～山田IC】

39％増加

41,200台/日

29,700台/日

東北縦貫自動車道
【富谷JCT～大和IC】

16％増加
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28,200台/日

東北縦貫自動車道
【仙台宮城IC～泉IC】
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開通

66% 59% 73% 64%

34% 41%
27% 36%

　：一般道路（国道４号、（主）塩釜吉岡線）
　：高速道路（東北道、仙台北部道路）

●仙台北部道路の開通により、仙台都市圏高速環状ネットワークが形成され、仙台北部道路（利府JCT～利府しらかし台IC）の交通量は７，９００台／日、
仙台東部道路（仙台東IC～仙台港北IC）の交通量が２５％増など利用交通量が大きく増加しています。

●仙台北部道路等の交通量増加により、周辺地域では一般道路から高速道路へ交通が７～９％程度転換するなど、一般道路の負荷が低減しています。

出典：実態調査結果及び
　　　 NEXCO東日本交通量データ

25％増加

21,900台/日

17,500台/日

仙台東部道路
【仙台東IC～仙台港北IC】

6,700 6,700
7,500

8,000 7,900

仙台北部道路（利府しらかし台～富谷ＪＣＴ）開通により仙台北部道路（利府しらかし台～富谷ＪＣＴ）開通により

②②仙台都市圏高速環状道路（ぐるっ都・仙台）仙台都市圏高速環状道路（ぐるっ都・仙台）が形成されが形成され交通量が交通量が増加増加していますしています

【仙台北部道路半年後】

仙台北部道路（利府JCT～利府しらかし台IC）の交通量は７，９００台／日であり、開通半年後で１２６％増加しています。仙台北部道路（利府JCT～利府しらかし台IC）の交通量は７，９００台／日であり、開通半年後で１２６％増加しています。

交通量の増減（■交通量増加■交通量減少）

出典：NEXCO東日本交通量データ

開通後交通量（日平均）：Ｈ22.10.23（土）～10.29（金）

開通前交通量（日平均）：Ｈ22.3.13（土）～3.19（金）

凡　例

6,200

（資料－２）

山田IC 今泉IC

5％増加

18,700台/日

17,800台/日

仙台南部道路
【今泉IC～仙台若林JCT】
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※開通前交通量：
H22.3.23（火）～3.26（金）
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9,600台/日

仙台北部道路
【利府しらかし台IC～

富谷JCT】

開通以降6,000台/日以上で推移

8,600


